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問題演習のやり方

答え合わせ

解けた！

解けない…

正解！

間違えた…

解説を読む

解説の解き方が
自分の解き方と…

同じ

違う

ＯＫ！

余裕があれば、
他の解き方も
考えてみる

発見

間違いが
見つからない

or
なぜ間違っているか

わからない

先生に質問

どこが間違いか、
なぜ間違いか、

一緒に探してもらう

「何をやっているかわからない」
ところがあったら、先生に質問する

間違ったとき、わからなかったときは、間違ったところ、わからなかったところから
もう一度自分で解いてみる。そしてまたその先で、間違えた・わからなかったら、
そこをチェック。再度そこから自分で解き進める。
それを繰り返し、最後まで一度は自力でたどり着く。
（面倒な作業で根気が必要だが、これをきちんとやれば必ず実力がつく。）

間違えた答案は消しゴムで消さない。赤でチェックを入れてそのまま残す。

○1回で解けた問題、△ケアレスミスで間違えた問題、×その他の問題、に分類し、
それぞれわかりやすいように記号をつける。（記号はなんでもよい。）
○はもう解かなくてよい。△はもう一度解いて解ければＯＫ。×は繰り返し解く。

＜その他の注意事項＞

問題を解く

自分の答案を1行ずつ読み、
間違えたところを探す

間違い探し

解説を1行ずつ丁寧に読む
「自分が思いつかなかった発想」を探す
見つかったら、そこで読むのをやめる

その「発想」を「間違いノート」に書き、
そこからは自分で解いてみる

解説の解き方でも
解いてみる

「間違いノート」に
間違えた内容を書く

“間違えたところ”から
解き直す

答え合わせは、こまめに、即座に。大問1つ解き終えたらすぐに答え合わせ。
1ページ終わってから、というふうにはしない。

「間違いノート」は、テスト前に再度確認する。


